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ファン・フー・タン元外国投資庁長官 

旭日中綬章伝達式 

梅田邦夫大使御挨拶 

 

於：在ベトナム日本大使館 大使公邸 

開催日：平成 30年 12月 11日 

 

ファム・ザー・キエム 元副首相 

グエン・チー・ズン 計画投資大臣 

マイ・ティエン・ズン 官房長官 

ファム・ホン・チュエン令夫人、 

御参列の皆様。 

 

 

１０月２３日、日本政府は、閣議において、ファン・フー・タン元ベトナム

外国投資庁長官に対する「旭日中綬章」授与を決定致しました。本日、タン元

長官への「勲章伝達式」を日越外外交関係 45周年行事の一つとして、御家族並

びに沢山のご友人とともに開催できることを非常に光栄に思います。 

 

日越経済関係強化へのタン元長官の功績は多々ありますが、本日は 2 点のみ

説明させて頂きます。 

 

一点目は、「投資環境改善のための日越共同イニシアティブに関する貢献です。 

「日越共同イニシアティブ」は、2003年（4月）、日本の小泉総理とファン・

ヴァン・カイ首相との首脳会談で合意がありました。タン元長官は、2003 年か

ら 2009年までの外国投資庁長官在任中、イニシアティブ立ち上げと定着のため

に、中心的役割を担われました。 

2003 年、第１フェーズ開始当初、ベトナム政府内には、このイニシアティブ

立ち上げに対し反発がありました。タン長官は、この取り組みが如何にベトナ

ム経済発展のために重要か、役に立つかについて、ベトナム側関係者を説得さ

れました。そして、越側ワーキンググループの長として、行動計画策定のみな

らず、計画の実現に向けてリーダシップを発揮されました。その結果、行動計

画の約 85％に進展がありました。 
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第２フェーズは 2006 年に始まり、行動計画の約９４％に進捗がありました。

長官を退任直前、2008年11月の第３フェーズの立ち上げにもご尽力されました。 

タン元長官が立ち上げ、定着させたこの取り組みは、現在も受け継がれてお

り、今年 7 月第 7 フェーズが始まりました。この取り組みは、日本企業のベト

ナムにおける企業活動の円滑化にとどまらず、外資全体にとっての投資環境整

備にも大きく寄与しています。 

昨年の対越外国投資総額は、ここ 9 年で最高の 359 億ドル（認可ベース）で

した。また、今年も 308 億ドル（11 月末）と非常に高いレベルの投資額となっ

ています。その内、日本の投資は昨年 91億ドル。今年は、80億ドルとなってい

ます。これらの数字は、正にタン元長官の熱意で開始された「共同イニシアテ

ィブ」が、現在も引き続き、大きな成果を生んでいる証拠と考えます。 

 

２点目は「日本企業向けの投資支援」に関する貢献です。 

 タン元長官は、2004 年、外国投資庁内に日本企業の投資相談窓口である「ジ

ャパン・ディスク」を設立されました。この窓口は、特定の外国からの投資を

促進する「初の窓口」でした。そして、この窓口設置は、その後の日本企業の

対越投資促進の大きな原動力になりました。 

また、タン元長官は、ものづくりの盛んな愛知県内企業を誘致するための「愛

知デスク」の設置。更に、岡山県との「経済交流に関する覚書」を締結される

等、日本企業の事業展開を強力に支援いただきました。 

その結果、同庁長官在任中にベトナムの日本商工会加盟企業数は、2003 年の

３８６社から 2009年には７６６社とほぼ倍増しました。タン元長官の誠実な人

柄と熱心な取り組みは、日本企業関係者、日本政府関係者から「厚い信頼」を

得ておられましたし、投資庁職員からも慕われておられました。 

１４年前、タン長官が初めて導入された「ジャパン・ディスク」は、その後、

有難い事に、様々な省で導入されています。その結果、現在、ベトナムには約 3

千社以上の日本企業が存在し、その内、日本商工会議所に加盟している日本企

業数は、約 1、800社となっています。商工会加盟企業数では、今年初めにタイ

を抜いて、アセアンで最大となっています。このことも、タン元長官の 14年前

の工夫の賜物と考えます。 

 

次に、現在の日越関係について、少し述べさせていただきます。現在のべト

ナムは、発展のエネルギーに満ち満ちており、大きく飛躍する歴史的チャンス

を迎えておられます。日本は、ベトナムがこの歴史的好機を活かし、政治・経

済・安全保障の分野でより強く、発展した国になっていただきたいと心から願

っており、連携を強化したい意向です。 
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その一方で、最近、工事費の支払い遅延、投資優遇措置の遡及取り消しなど

の問題が目につくようになっており、ベトナムの国際的信用維持のために、早

期解決が望まれます。 

ベトナムの持続的発展は、日本を含む東アジア地域全体の安定と繁栄にとっ

て非常に重要です。皆様の積極的取り組みをお願い申し上げます。 

最後に、タン元長官の御健勝、更なる越の発展、日越関係強化を祈念し、私

の挨拶と致します。有難うございました。 

（了） 

 


